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「いばらき幸福度指標」について



1

①豊かさ・暮らしやすさ

・首都東京に近接
・水と緑に恵まれた多彩な県土
・都市的な生活と自然の豊かさを
併せ持つ暮らしやすい環境

⑤多様な地域資源

・日本三大花火競技大会の
「土浦全国花火競技大会」など、
県内各地に魅力あふれる
多様な地域資源が所在

②好調な企業誘致

・成長産業の本社機能移転
補助制度等を創設し25件を認定

・県外企業立地件数が全国１位(６年連続)

工場立地面積が全国１位

・農業産出額全国第３位、
東京都中央卸売市場の
青果物取扱高全国第１位など、
全国屈指の農業県

③全国をリードする農業

④広域交通ネットワーク

・高速道路が県土を縦貫・横断し、
道路ネットワークの大動脈を構成

・２つの重要港湾・茨城空港による
海と空のゲートウェイ

はじめに ～茨城県の概要・ポテンシャル～



第２次茨城県総合計画の概要
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茨城県総合計画について

2018.11

2022.3

茨城県総合計画～「新しい茨城」への挑戦～ 策定

・基本理念「活力があり、県民が日本一幸せな県」を掲げ
４つのチャレンジに紐づく様々な政策を推進

第２次茨城県総合計画～「新しい茨城」への挑戦～ 策定

・基本理念を継承し、４つのチャレンジを進化・継続
・新たに本県独自の「いばらき幸福度指標」を導入

<茨城県総合計画の変遷>

<計画に掲げる４つのチャレンジ>

「新しい豊かさ」 「新しい安心安全」 「新しい人財育成」 「新しい夢・希望」

力強い産業の創出と
ゆとりある暮らしを
育み、新しい豊かさを
目指します。

医療、福祉、治安、
防災など県民の命を
守る生活基盤を
築きます。

茨城の未来をつくる
「人財」を育て、
日本一子どもを
産み育てやすい
県を目指します。

将来にわたって
夢や希望を描ける県と
するため、県内外から
選ばれる、魅力ある茨城
（IBARAKI）
づくりを
推進します。



「いばらき幸福度指標」とは？

「幸せ」についての対談動画の公開や広報用パンフレットの配布、

県政出前講座の実施等により積極的な広報を展開

（一財）日本総合研究所が作成する

「全47都道府県幸福度ランキング2022年版」において、

「健全な自治体経営につながる画期的な試み」として絶賛！

幸福度指標
ロゴマーク

公表されている政府統計等を基に､客観的指標で幸福を定量的に把握

計画に掲げるチャレンジごとに特色となるキーワードを抽出し､

関連する指標を設定（2022.3発表時点：38指標、2023.10現在：41指標）

「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向けた進捗を確認するため、

毎年度、指標を都道府県間で比較可能な数値に変換し全国順位を算出の上公表

指標の考え方

これまでの取組

パンフレット
「IBARAKI NEXT  

CHALLEGE」

◆目的・概要
・今まで抽象的だった幸福を「見える化」 → 県民一人ひとりの幸せが実現できる環境の状況を数値で把握
・全国順位を算出 → 政策課題の明確化、本県の豊かさ・暮らしやすさをわかりやすく発信

◆茨城県が考える幸福
県民一人ひとりが未来に希望を持つことができ、自身のなりたい自分像に向かって一歩でも二歩でも近づいて
いけるよう、挑戦を続けられること
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⑦外国人宿泊者数 ⑧国内旅行者数観光振興

⑨CO2排出量（県民１人当たり）
⑩一般廃棄物リサイクル率環境保全

産業振興
③県民所得（県民１人当たり) ④工場立地件数
⑤労働生産性（1時間当たり）

雇 用
①雇用者報酬（雇用者１人当たり）
②正規雇用率

●新しい豊かさ

⑥農林水産業の付加価値創出額（県民1人当たり）農林水産業

⑦障害者雇用率 ⑧相対的貧困率自立支援

⑨刑法犯認知件数（県民千人当たり）犯罪防止

⑥健康寿命健康長寿

⑩自主防災組織カバー率
⑪自然災害死者・行方不明者数防災対策

①医師数 ②看護職員数 ③介護職員数
（いずれも県民10万人当たり）
④介護・看護を理由とした離職率
⑤自殺者数（県民10万人当たり）

地域医療･
介護･保健

●新しい安心安全

教育振興
①子どものチャレンジ率 ②大学進学率
③学力 ④教員のICT活用指導力
⑤不登校児童生徒率

出産･育児 ⑥合計特殊出生率 ⑦待機児童率

多様性･
女性活躍･
人権･

⑪パートナーシップ制度人口カバー率
⑫女性の管理職登用率
⑬人権侵犯事件件数（県民１万人当たり）

働き方 ⑭所定外労働時間

⑧教養・娯楽（サービス）支出額
⑨都道府県指定等文化財件数
⑩子どもの運動能力

学び･文化
･スポーツ
･遊び

●新しい人財育成

いばらき幸福度指標（2023.10現在）

⑥デジタルガバメント率（市町村）DX推進

②起業率
ﾍﾞﾝﾁｬｰ
創 出

①留学生数（県民10万人当たり）国際交流

③本社機能流出･流入数 ④若者就職者増加率
若者に魅力
ある雇用

●新しい夢・希望

⑤転入超過率新しい人
の流れ
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区分 指標名 チャレンジ 指標が示すもの 統計名 調査項目・算出方法等 備考

新規 相対的貧困率 安心安全
困窮することなく、
経済的な自立を可能とする
環境の充実状況

総務省
「住宅・土地統計調査」

総世帯の世帯人員を等価所得順に
並べたときに、中央値の所得の
半分以下の者の割合を
対数正規分布により算出

新規 不登校児童生徒率 人財育成
支援を必要とする
子どもの状況

文部科学省
「児童生徒の問題行動・
不登校等生徒指導上の
諸課題に対する調査」

国公私立小・中学校の
児童・生徒のうち
不登校の児童・生徒の割合

新規 転入超過率 夢・希望 本県への人口の流入状況
総務省
「住民基本台帳
人口移動報告」

転入超過者数÷総人口

変更 所定外労働時間 人財育成
ワーク・ライフ・バランスの
実現状況

厚生労働省
「毎月勤労統計調査」

事業規模５人以上の常用労働者
１人当たりの所定外労働時間数

実労働時間
(所定内労働時間・
所定外労働時間
の合計)

から変更

「いばらき幸福度指標」の見直しについて（2022.12公表）

見直しの背景

見直しの内容

全指標数は、３８指標から４１指標に増加 （新規指標３、変更指標１）

「いばらき幸福度指標」は、社会情勢の変化や幸福に関する様々な研究成果などを踏まえ、不断の見直しを
行うこととしており、今回、下記の観点で見直しを実施。

① 長引くコロナ禍や世界的な物価高騰などにより社会経済格差が拡大している状況を踏まえ、
本県の目指す幸せの実現に向けて、貧困その他の理由により支援を必要とする県民の状況を把握する指標を追加

② 指標全体のバランスを踏まえるとともに、人口減少や少子高齢化が加速する中においても
本県を持続的に発展させていくため、新しい人の流れを把握する、人口の社会増減に係る指標を追加

③ その他、実態に合わせて既存指標を見直し
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順位 新しい豊かさ 新しい安心安全 新しい人財育成 新しい夢・希望 総合

1位 東京都 (8.46) 大分県 (4.32) 石川県 (3.14) 埼玉県 (8.04) 東京都 (8.73)

2位 北海道 (2.84) 島根県 (3.29) 秋田県 (1.98) 神奈川県 (6.44) 埼玉県 (8.03)

3位 愛知県 (2.35) 鹿児島県 (3.28) 奈良県 (1.37) 福岡県 (5.03) 神奈川県 (6.33)

4位 茨城県 (1.84) 山口県 (3.22) 新潟県 (1.36) 千葉県 (4.92) 石川県 (5.77)

5位 静岡県 (1.81) 佐賀県 (3.09) 佐賀県 (1.34) 京都府 (4.56) 大分県 (5.59)

6位 長野県 (1.65) 石川県 (2.93) 高知県 (1.32) 東京都 (4.44) 静岡県 (5.12)

7位 千葉県 (1.47) 福井県 (2.49) 埼玉県 (1.29) 山梨県 (3.22) 千葉県 (4.18)

8位 神奈川県 (1.38) 三重県 (2.43) 大分県 (1.19) 大阪府 (2.88) 福岡県 (3.45)

9位 栃木県 (1.08) 静岡県 (2.32) 福井県 (1.05) 兵庫県 (2.79) 愛知県 (2.48)

10位 新潟県 (1.03) 長崎県 (2.02) 岐阜県 (1.05) 愛知県 (2.43) 茨城県 (2.43)

11位 千葉県 (0.93) 三重県 (1.19) 長崎県 (2.78)

12位 山形県 (0.89) 39位 茨城県 (-1.98) 15位 茨城県 (0.74) 13位 茨城県 (1.83) 12位 茨城県 (2.98)

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

いばらき幸福度指標による全国順位２０２２

総合順位（スコア）

10位(2.43)

チャレンジ別順位（スコア）

豊 か さ 4位( 1.84) 人財育成 15位(0.74)

安心安全 39位(-1.98) 夢・希望 13位(1.83)

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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いばらき幸福度指標による全国順位２０２２

新
し
い
豊
か
さ

新
し
い
人
財
育
成

新
し
い
安
心
安
全

新
し
い
夢
・
希
望

2022
2021

2022
2021

2022
2021

2022
2021

雇用

0.13 

1.49 

0.70 
-0.14 

-0.34 

産業振興環境保全

観光振興 農林水産業

0.09 

0.72 

-0.47 

1.04 

0.45 

国際交流

ベンチャー創出

若者に魅力ある雇用

DX推進

新しい人の流れ

0.09 

-0.05 

0.89 0.84 

-1.04 

教育振興

出産・育児

学び・文化・

スポーツ・遊び

多様性・

女性活躍・人権

働き方

総合順位（スコア）

10位(2.43)

チャレンジ別順位（スコア）

豊 か さ 4位( 1.84) 人財育成 15位(0.74)

安心安全 39位(-1.98) 夢・希望 13位(1.83)

-0.71 
0.26 

-0.57 
-1.11 

0.15 

健康長寿

自立支援犯罪防止

防災対策

地域医療・介護・保健

7



8

「いばらき幸福度指標」の活用事例について①

▲連携協定締結式

▲ダイキン工業㈱十河社長と
大井川知事との面会

＜本県の強みの磨き上げ＞

戦略的企業誘致の推進

・県施行の工業団地「圏央道インターパークつくばみらい」に、
大手空調メーカーのダイキン工業株式会社が、
東日本初となるエアコン生産拠点の
建設を決定！

・約20年ぶりとなる
県施行の工業団地開発を事業化してから、
わずか２年４か月で全区画を
分譲し、完売

ダイバーシティ社会の実現へ

・2019.7「パートナーシップ宣誓制度」を
都道府県で初めて導入

・制度の自治体間連携を推進し、
これまでに５県２市と連携協定を締結

2022.8 佐賀県、2022.12 栃木県・群馬県

2023.1 三重県、2023.9 富山県 等

・郵送による宣誓書類の受付・
受領書の交付を開始（2023.4～）

新しい豊かさ

新しい人財育成



自動車盗・住宅侵入窃盗対策推進事業

・自動車のナンバーを読み取る
緊急配備支援システムを
はじめとする
捜査支援システムを拡充し、
自動車盗・住宅侵入窃盗の
犯罪率低下へ！

▲街頭防犯カメラ（イメージ）

住宅侵入窃盗等犯罪抑止対策実証実験事業

・住宅侵入窃盗が多発する地域を
モデル地区に選定し、
自治会単位での
街頭防犯カメラの設置や
各種防犯強化対策を推進！
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「犯罪防止」に関する指標が低スコア

＜明確となった課題への重点的な対策＞

「いばらき幸福度指標」：これまでの成果の確認や政策課題の明確化に活用

本県の強みの磨き上げや課題克服に向けた対策を実施

「いばらき幸福度指標」の活用事例について②

43位
40位

30

40

4

5

6

R2 R3

刑法犯認知件数 全国順位

参考：刑法犯認知件数(県民千人当たり)と全国順位(昇順)

(件／千人） (位）

新しい安心安全
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